
 

第２学年 社会科・総合的な学習の時間 学習指導案 

 

豊島区立巣鴨北中学校  

主任教諭 輪湖 みちよ 

 

１ 単元名   地域ミッション「巣鴨人（すがもん）プロジェクト」 

 

２ 単元の目標 

 ・巣鴨地域における環境保全や防災・減災、伝統行事や文化の保存、人口に関する問題、産業の活性

化、交通網や他地域との結び付き、資源・エネルギーに関する課題等の実態や課題解決のための取

組を理解し、さらなる課題の解決に向けて考察、構想したことを、地域住民や地域を訪れる観光客

に伝わるようにイベント企画や立体作品にまとめることができる。       （知識・技能） 

 ・巣鴨地域に昔から住み、地域活動を行う住民へのインタビューや、フィールドワークを通して地域

の課題を見いだし、日本の諸地域で人々が行っていた工夫や努力を参考にしながら、解決策を構想

し、地域住民と共に取り組むイベントの企画や地域を活性化するアート作品の制作等の活動を通し

て、地域住民や地域を訪れる観光客に伝えることができる。       （思考・判断・表現） 

 ・巣鴨地域に住む住民として、地域をよりよくするという目的意識をもち、意欲的に地域住民と協働

しながら、イベントの企画や制作に取り組むことができる。  （主体的に学習に取り組む態度） 

 

３ 単元について 

 （１）教材観 

    本単元では本校の校区であり、生徒が生活する身近な地域「巣鴨」を教材とする。まずは一学

期に班でテーマを決めて調査活動を行い、地域の特色をおおまかにとらえる。班ごとに地域の特

色をまとめたスライドは、三学期に行う地域の在り方単元の教材として活用する。その間に行

う、日本の地域的特色・諸地域学習においては、各地域の人々の工夫と努力を生徒がまとめ「日

本ってどんな国？」「〇〇地方ってどんな地域？」といった地域の特色をとらえる問いと「豊か

さって何だろう？」と、地域の在り方につながる問いとくり返し向き合う。この記録を基に、地

域の在り方単元の導入で、自分が大切にしたい豊かさを地域で実現するとしたら、どのようにな

るかを「目指す巣鴨の姿」として表現する。このように、生徒自身が身近な地域を調査したり、

日本の諸地域を学習したりしたまとめを活用することで、地域調査学習や日本の諸地域学習と関

連付けながら、見通しをもって主体的に学ぶことにつなげていく。また、地域住民へのインタビ

ューや地域のフィールドワークを通して、より具体的に地域の実態を把握したり、未来像を予測

したりすることに活かす。さらに、コミュニケーションを大切にしながら協働することで、地域

の一員としての自覚が高まり、地域をよりよくする活動に取り組む中で「持続可能な社会の担い

手」としての基礎力が身に付くことを期待している。 

 

（２）生徒観 

   生徒たちは社会科の授業で地域調査を行い、地域の特色を「江戸からつながる伝統文化がある

こと」「商店街には様々なお店があり、発達していること」「高齢者向けの店や施設が多くあるこ

と」「産業や交通網が発達しているが、緑地が少ないこと」ととらえた。その後、日本の特色や

日本の諸地域の特色を学ぶ中で、どの地域においても「自然環境に応じた工夫や努力を行い、自

分たちの生活や産業をよりよいものにしてきた」人々の営みがあることに気付く生徒が多かっ

た。これまでの学習を踏まえ、インタビューや野外調査を行い、地域住民と対話しながら各自が

「目指す巣鴨の姿」を考え、それに向けた提案ができるようにしていく。 

総合においては、１学年の終わりから「自分らしさ」って何だろう？「はたらく」ってどんな

こと？という問いに向き合い、自分自身の特徴や価値観、理想の働き方等について考え、対話や

職場体験、企業ミッションといった体験活動を通して考えを深めてきた。特に、総合の前単元で

は１１月の都内巡りに合わせて、企業から事前に提示された課題（＝ミッション）に対する提案

を考え、都内巡り当日に企業訪問をしてプレゼンテーションを行い「世界から飢餓と貧困をなく

すにはどうしたらよいか」「衣類の７割が廃棄される現状を解決するために、サスティナブルフ



ァッションについて中学生に広めるにはどうしたよいか」といった、地球規模の課題に向き合

い、解決策を考えてきた。 

本単元では、生徒自身が暮らす身近な地域について、自ら見いだした地域の課題に対し、「自

分らしく」向き合い、よりよい地域に向けて地域住民とともにインタビューやフィールドワー

ク、イベント企画や立体作品の制作など具体的な行動を通して、地域のために「はたらく」こと

により、自身のキャリアを考えたり、よりよい社会をつくることに進んで参加したりすることを

期待している。（Think globally, Act locally.） 

  

（３）指導観 

    本単元の指導にあたっては、まず生徒自身が調査活動を通して身近な地域の特色をとらえ、課

題を見いだすことを大切にする。そのために、１学期の地域調査では、自分自身が不思議に思う

地域の様子から問いを立て、調査活動とまとめを行った。続く日本の諸地域学習では、各地域を

見る視点ごとに「豊かさ」とは何か？を考えたり、各地域の人々が地域の持続可能性を高めるた

めの工夫や努力を、各地域の人々による「豊かさの追求」事例として学んだりしてきた。そこか

ら、巣鴨地域をよりよくするためのアイディアを考えることも繰り返し行ってきた。「豊かさ」

について、多面的・総合的に考えることで、誰もが「豊かさ」を感じるよりよい地域を目指す方

策も多面的・総合的に考えることができる。 

    その後、生徒の興味・関心に応じて地域住民へのインタビューと、フィールドワークを行う。

例えば、環境保全に興味をもった生徒は田植えやホタル見物、果樹の収穫ができる「朝日ほのぼ

のランド」を運営する地元町会の方にインタビューし、ほのぼのランドを訪れる。また、防災・

減災対策に興味をもった生徒は住民参加型の防災イベントを企画・実行する地元町会の方にイン

タビューし、その実態を知る。さらに、伝統行事に興味をもった生徒は猿田彦大神や髙岩寺の縁

日、大塚天祖神社の祭礼について地元町会や寺社関係者にインタビューをし、寺社を訪れる。そ

の他にも、人口問題、産業の活性化、交通網や他地域との結び付き、資源・エネルギーに関する

課題等、地域住民を中心としたゲストティーチャーと共に学び、協働することにつなげていきた

い。 

 

 （４）ESD との関連 

   ・ESD の視点 

①多様性・相互性 

人や地域社会の特徴、魅力や課題はいろいろある。人や地域が結びつくことにより、互い

に影響しあっている。 

②公平性・連携性 

誰もが豊かさを感じる地域に向けて、世代や立場を超えて協力する。 

③責任性 

よりよい地域を目指した行動は、自分にもできる 

    

   ・ESD で育てたい資質・能力 

    ①コミュニケーションを行う力 

自分の意見を伝え、多様な他者の意見を聞くことができる。 

②多面的・総合的に考える力 

多様な特徴をもつ地域とのつながりを考えたり、比べたりしながら、身近な地域の特徴を

考え、よりよい地域を目指す方策を考えることができる。 

③問題発見力・協働的問題解決力 

インタビューやフィールドワークから、身近な地域の課題を発見し、地域の方々と協働し

ながら解決策を考え、実行できる。 

  

   ・ESD で育てたい価値観 

    ①世代間の公正・世代内の公正②人権の尊重 

私たちが地域の方々と協働し、地域の豊かさを追求することは、これまで地域のために取り

組んできた人や、今やこれから地域で活躍する人たち全てのためになる。 



   ・関連する SDGs 

     ①4.7 

②11.4、11.5、11.6、11.7、11.a。11.b 

 

４ 単元の評価規準 

 ア 知識・技能  イ 思考・判断・表現  ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①地域における多様な

課題の実態や課題解

決のための取組を理

解している。 

 

②課題の解決に向けて

考察、構想したこと

を、地域住民や地域

を訪れる観光客に伝

わるようにイベント

企画や立体作品にま

とめている。 

①地域住民へのインタビュ

ーや、フィールドワーク

を通して地域の課題を見

いだしている。 

 

②日本の諸地域で見られた

人々の工夫や努力を参考

に、解決策を構想してい

る。 

③地域住民と共に取り組む

イベントの企画や地域を

活性化するアート作品の

制作等の活動を通して、

地域住民や地域を訪れる

観光客に伝えている。 

①巣鴨地域に住む住民として、地

域をよりよくするという目的意

識をもち、意欲的に取り組んで

いる。 

 

②地域住民と協働しながら、イベ

ントの企画や作品の制作に取り

組んでいる。 

 

 

 

５ 単元の指導計画（１４時間／社会科７時間・総合７時間） 

次 主な学習活動 学習への支援 評価 

１ 

 

ガ

イ

ダ

ン

ス 

身近な地域の調査学習・日本の諸

地域学習を振り返り、地域のあり

方学習の見通しをもつ（１時間） 

・生徒によるまとめの活用 

・諸地域における人々の工夫や努力

を思い出す 

・先行事例の紹介 

・単元構想図による見通しと自己評

価シート 

ウー①：ワーク

シート、対話 

２ 

 

課

題

設

定 

・

情

報

収

集 

多面的・総合的に地域の特色をと

らえた上で、課題を見いだし、課

題意識によって、地域住民へイン

タビューを行い、フィールドワー

クを実施する（２～５時間） 

 

・興味や関心に基づき、地域住民

へのインタビューやフィールドワ

ークを計画する 

 

・インタビューやフィールドワー

クで得た内容をまとめる 

・地域住民との協働（インタビュ

ー、フィールドワーク） 

 ①環境保全：朝日町会 

②防災・減災：朝日町会中村さん 

③伝統行事や文化の保存：猿田彦

大神、高岩寺、天祖神社 

④人口に関する問題：学校運営協 

議会委員・民生委員、大正大学 

⑤産業の活性化：巣鴨地蔵通り商

店街、大正大学 

⑥交通網や他地域との結び付き：

東京都交通局、JTB、くじら祭り 

⑦資源・エネルギー：巣鴨地蔵通

り商店街、大正大学 

・大学生ファシリテーター 

 ①インタビューやフィールドワー

クの補助 

 ②課題設定、情報収集の支援 

アー①：ワーク

シート、対話 

 

イー①：ワーク

シート、対話 



３ 

 

情

報

分

析 

・

ま

と

め 

課題の解決に向けて考察・構想し

たことを各自でまとめ、学級内で

発表し合う（６〜７時間） 

 

・よりよい巣鴨地域に向けたアイ

ディアを考え、発表し合う 

 

・自己評価・相互評価を行い、こ

れまでの取組を振り返る 

・地域住民からのコメント 

 インタビューやフィールドワーク

でお世話になった方々からコメン

トをもらうことで、自身の取組を

振り返り、改善点を見つける 

 

・大学生ファシリテーター 

 発表支援（対話支援） 

 コメントによる生徒の活動評価 

アー①：ワーク

シート、発表 

 

イー②：発表 

４ 

 

発

表 

各自の構想を基に、学年全体を６

グループに分け、イベント企画・

立体作品の制作などを行い、構想

を具体化・行動化する（７時間） 

 

・教員も興味・関心や教科との関

連によって、６グループに分かれ

て生徒の支援を行う 

 

・イベント企画や立体作品は３階

フロアに展示をし、３月７日

（土）の土曜公開授業、れんが祭

「展示の部」で保護者や地域住民

に発表する 

 

 

・地域住民との協働（インタビュ

ー、フィールドワーク） 

 

・大学生ファシリテーター 

 

・立体作品の制作支援（美術科・社

会科） 

 

・マンガやアニメ等の地域資源の活

用（専門家） 

 

・イベントや立体作品の制作にかか

る費用の助成（心豊かな社会財団） 

アー②：イベン

ト企画、作品制

作 

 

イー③：イベン

ト企画、作品制

作 

 

ウー②：イベン

ト企画、作品制

作 

 

 

 

 

 

 

  



  



 


